
ＤＶＤ貸出一覧表

ＮＯ 品　　　　　名 時間

1 職場で行う腰痛予防体操

　腰痛予防に欠かせないのが職場で行う予防体操。立ったまま、あるいは椅子など
を利用して行う２本建てで体操のモデルを紹介。職場のどこでもできるもので、その
具体的なノウハウを解説。

2 知っていますか　安全配慮義務

　過重労働や精神的ストレスが引き金になっての、うつ病や自殺など、「心の衛生
面」が争点となった民事訴訟が急増。損害賠償額の高額化傾向とともに社会問題化
している。このビデオは実際の事例をモデルにドラマ化。過重労働・うつ病・管理者
の対応・裁判の判決をケーススタディしつつ、「安全配慮義務」の考え方・実践の基
本を、キャスターが分かりやすく解説。

3 誰もが危険　熱中症の新常識

　熱中症は高温多湿な環境で発生する健康障害で、重篤な場合、死に至ることも稀
ではない。気温と湿度が上昇する季節は、熱中症の危険も高まる。このビデオで
は、新しく解明された熱中症発生の要因を詳しく解説。最高気温よりもＷＢＧＴ値の
活用等最新の予防法をわかりやすく紹介する。

２２分

［小冊子「誰もが危険　熱中症の新常識」（村山貢司、堀江」正知監修　Ａ５判・１６
頁）１冊つき］

4 みんなでリスクアセスメント　～アセスメント徹底演習～

　ロール作業現場をカメラで実写した画像を用い、リスクアセスメントの各手順をみん
なで演習しながら、そのプロセスの節目ごとに専門家が解説する。リスクアセスメント
に参加する各層の方々にとって進め方の理解を深める絶好の研修ビデオ。

２４分

5 みんなで取り組むメンタルヘルス

　メンタルヘルスの１次予防として、ストレスの源となる好ましくない職場環境を職場ぐ
るみで改善することが効果的であると、その取り組みが始まっている。このビデオで
は、中災防が重点的に取り組んでいる「メンタルヘルス対策に活かす職場環境改
善」について解説するとともに、先進企業の取り組み事例を紹介。

２４分

6 腰痛　その予防と対処法

　さまざまな作業において腰痛予防のポイントとなる「作業方法」「作業姿勢・動作」な
どを実写映像で紹介するとともに、予防対策として重要な「作業環境の改善」や「リス
クアセスメント」なども解説。さらに、実際に腰痛が起きたときの「実践的な対処法」、
予防のための「腰痛予防体操」「ストレッチング」「生活習慣」なども紹介。

7 職長･作業リーダーのための　改訂　作業手順書作成マニュアル　(リスクアセスメント対応版)

　よい品質の製品を安全に効率よく生産するためには、作業手順を決めて、みんな
で守ることが大切。このビデオでは、現場の職長や職場のリーダーのために作業に
活かせる作業手順書のつくり方について、分かりやすく解説。また、手順ごとのリスク
アセスメントの実施方法についても説明。

平成３０年２月５日現在

２０分

公益社団法人鹿児島県労働基準協会

１２分

２６分

２０分
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8 安全衛生診断のすすめ　　～中小企業篇～

　従業員の安全衛生に対して無関心だった中小規模事業場の経営者が、安全衛生
の専門家に初めて｢安全衛生診断｣を依頼するまでの経緯、｢安全衛生診断｣の実施
内容から安全衛生の必要性を自覚するまでをドラマ化。

9 新入社員の安全と健康

　新入社員向けの教材です。職場生活の心構えのほか安全のルール、ミーティン
グ、危険予知、保護具、整理整頓など安全衛生の基本をわかりやすく解説。
　「新入者安全衛生テキスト」(中災防発行)の内容に準拠し、安全と健康の大切さに
気づいてもらえるよう制作。

10 ゼロ災のこころ　～危険を予知する人づくり～

　ゼロ災運動の提唱者で、安全運動の推進に心を砕く田辺肇氏の講演ビデオ。
　「危険の側から安全を考える」「職場のマナーと安全」「ルールを守る職場づくり」な
ど、５つのテーマで「ゼロ災のこころ」を説く。

11 ～安全健康職場づくりのキメ手～　活き生きミーティング

　職場ミーティングをひと工夫すれば、安全もコミュニケーションもよくなる。このビデ
オは、現在ゼロ災運動職場で効果を上げている｢始業時ミーティング」をモデルに制
作。ミーティングの効果を上げるためのポイントをクローズアップし、分かりやすく解
説。

12 ＶＤＴ作業の正しい進め方　～ＩＴ時代の健康心得～

　１７年ぶりに新しくなった厚生労働省の衛生管理の仕方を紹介すると同時に、作業
者にとって適切な照明、採光のしかた、作業姿勢の調整、日常点検などに重点を置
いて、正しい作業の進め方を具体的に分かりやすく解説。

13 リスクアセスメントとは　　～リスク編～

　グローバルスタンダードでは、安全は「許容できるリスク」とされている。リスクアセス
メントは「リスクはゼロにならない」とうことを念頭に入れて行う必要がある。
<新入者教育に使えます>

14 リスクアセスメントとは　　～アセスメント編～

　ＫＹは現場の活動、リスクアセスメントは管理活動。必ず存在するリスクをシステム
にのせて適切に管理するのが安全の鍵。
<管理者入門教育に使えます>

１８分

２２分

１０分

１０分

２０分

２２分

２６分
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15 不注意は起こる！　「○○に注意」は安全指示とは言えない

人間の注意力には限界があります。注意力に限界がある人間に対し、「作業中、
ずっと安全に注意を払い続けなさい」は無理です。「不注意」をテーマに、不注意に
よる死亡災害が多発していること、なぜ人間は安全に対して不注意になるのか、事
例と具体的な対応策などについて実写とアニメで紹介するとともにクイズ形式でどれ
だけ人は注意力があるのか解説します。

16 これだけは知っておきたい　建設作業の基本ベスト１０

繰り返し発生している災害の要因となっている設備や機械･工具などを10項目に絞り
込み、それぞれの作業について事前に知っておくべきポイントを解説。
新規入場者教育に職長･安全衛生責任者の能力向上教育に最適。もちろん、建設
現場で働くすべての作業員にも大切な基本ルールが身につけられます。

17 新版　新規入場時教育　入場初日を甘く見るな

高所から墜落した阿部作業員は救急病院に運ばれ、大腿骨複雑骨折の重傷で休
業６か月と診断されました。本作品では、なぜこのような災害が発生したのか、災害
前日から時間を遡って検証していきます。
事前に説明や現場の案内があったのにも関わらず、人は誰でもわかりきっていること
を軽くみ、面倒なことを省略しようとしがちです。しかし、災害から自分を守ることので
きるのは、あなた自身しかいません。新規入場時教育がいかに大切かを入場初日に
起きた災害を通して訴えます。

18 災害事例に学ぶ　建設工具･器具の正しい使い方

今まで起きた災害事例を参考にしながら、建設工具･器具の正しい使い方について
学んでいきます。

■携帯用丸のこ盤　■ディスクグラインダ　■充電式インパクトドライバ
■エンジンカッター■ブレーカ

19 建設現場で働く皆さん　これだけは守ろう　基本ルール１７カ条　繰り返し災害をなくすために

災害再発防止のためには、設備面の対策が有効です。しかし、日々刻々と作業内
容が変わる建設現場では、何から何まで設備面の対策を行うことは難しいのが現状
です。そこで、建設現場で働く皆さんが、安全の基本ルールを守り、不安全行動を
起こさないことがとても重要になります。安全の基本ルールを守ることの重要性、「繰
返し災害」防止のため、守るべき基本ルールには何があるのか？安全の基本ルー
ルを守ることは利益向上にもつながる！これらについて解説します。
●高所からの墜落災害防止　●荷上げ･荷下ろし作業による災害防止
●重機によるはさまれ･巻き込まれ災害防止　●決められた作業手順は必ず守る
●飛来落下災害･土砂崩壊災害・転倒災害防止
●あなたの身を守る保護具は正しく装着する

２３分

１６分

２０分

１５分

１７分
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